國立臺灣大學藝術史研究所と金沢大学の学術交流 by 佐々木 達夫
　国立台湾大学 National Taiwan University は 1945
年に設置された台湾台北市に本部を置く中華民国（台
湾）の国立大学である。前身は 1928 年日本統治時代
























































　11 月 6 日午前、台湾側 6 名は金沢大学を訪問され、
当日は金沢大学ゲストハウスに宿泊し、翌日は金沢城



















金沢大学考古学紀要 30 2009, 1-2.  國立臺灣大學藝術史研究所と金沢大学の学術交流
いて事務方の意見を含めて協議した。
　11 時 30 分、台湾側６名は井上、佐々木、高浜、古
畑とともに事務局特別会議室を訪れ、中村学長を表敬
し、長野理事・副学長、千葉研究国際部長、坂下学術
国際課長と大学間交流について歓談した。12 時 5 分、











































書は 2008 年 11 月に発効したので以下に日本語のみ
の内容を記載する。当該協定は日本語・中国語で交わ
された。
 
金沢大学大学院人間社会環境研究科と國立臺灣大學藝
術史研究所との合意書
　金沢大学大学院人間社会環境研究科（日本国金沢市）
と國立臺灣大學藝術史研究所（台湾台北市）は，学術
及び教育上の交流を促進することについて，以下の項
目について合意する。
１．両大学は，相互理解と親善の精神をもって協力し，
友好の絆を深めることを合意する。
２．両大学は，相互の緊密な協力により，教員及び学
生の交流並びに，学術文献の交換を行うこととする。
さらに，共同研究等広く学術及び教育上の交流を推進
するものとする。
３．この合意により，直ちにいかなる資金の確保がな
されるものではないが，両大学は，可能な限りにおい
て共同事業を支援するものとする。事業や活動への参
加経費は，別途合意がなされない限り，原則として，
各々が負担するものとする。
４．この合意の具体的な事業や活動の実施については，
両大学で協議し合意するものとし，必要に応じて双方
の適当な代表者により覚書を作成するものとする。
５．以上の活動を通じて，両大学は，両国の友好と親
善を促進し，両国の学術文化の発展に寄与するものと
する。
６．本合意書は締結の日から５年間有効とし，その後
は一方の大学から書面により，中止又は内容の変更の
意思表示がなければ，存続するものとする。
７．この合意書は，日本語二通及び中国語二通を作成
し，ともに等しく効力を有するものとする。
　金沢大学人間社会環境研究科長・國立臺灣大學藝術
史研究所長
